
  

 

 

 

 

 

 

文部科学省が今年４月に実施した、令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について、全国を基準とした経年推

移等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、子どもの生活習慣と学力に

は相関関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ５年度全国学力 ・学習状況調査の結果について 

 

＜学力調査結果の概要＞ 

○国語について 

 学習指導要領の内容において、「話すこと・聞くこと」について成果が見られる一方、「読むこと」について課題が見ら

れました。また、問題別では、「事象や行為、心情を表す語句について理解する」について成果が見られる一方、「文章

の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができる」について課題が見られました。 

○数学について 

 学習指導要領の領域において、「数と式」について成果が見られる一方、「図形」について課題が見られました。ま

た、問題別では「問題場面における考察の対象を明確に捉えることができる」について成果が見られる一方、「ある事

柄が成り立たつことを構想に基づいて証明することができる」について課題が見られました。 

○英語について 

 学習指導要領の領域において、「聞くこと」について成果が見られる一方、「書くこと」について課題が見られました。

また、問題別では「情報を正確に聞き取ることができる」について成果が見られる一方、「日常的な話題について、事

実や自分の考えなどを整理し、まとまりのある文章を書くことができる」について課題が見られました。 

※令和２年度は中止のため掲載していません。また、理科は令和元年、令和３年度、令和５年度未実施の為、掲載していま

せん。 

＜質問紙調査結果の概要＞ 

「国語の勉強は好きだ」、「国語の授業の内容はよくわかる」の肯定的な回答の割合は、令和１年及び令和３年は

全国を下回っていますが、令和４年は、対全国比でそれぞれ＋１４.0 ポイント、＋８．１ポイントと大きく上回っていま

す。しかし、令和５年度は、それぞれ－４．８ポイント、－７．４ポイントと下回っています。 

「数学の勉強は好きだ」、「数学の授業はよくわかる」の肯定的な回答の割合は、令和１年から令和３年にかけて

低下しましたが、令和４年は、対全国比でそれぞれ-1.6 ポイント、-0.8 ポイントとほぼ全国の同値まで上昇してい

ます。しかし、令和５年度は、－７．４ポイント、－９．８ポイントと下回っています。 

令和５年８月３１日 
枚方市立津田中学校 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

【全体概要】 

学力調査の結果 

 

質問紙調査の結果 

 

国語の勉強は好きだ 国語の授業の内容はよくわかる 

数学の勉強は好きだ 数学の授業の内容はよくわかる 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」「どちらかといえば、当てはまらない」「当てはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 



  

 

 

 

 

 

 

 

＜国語＞ 

 

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜数学＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 88.1 0.0 

全国 87.5 0.1 

 正答率 無解答率 

本校 38.6 29.5 

全国 50.0 20.7 

 正答率 無解答率 

本校 65.7 0.0 

全国 46.1 0.1 

令和３年から令和４年にかけて、「国語の勉強は好きだ」「数学の勉強は好きだ」の肯定的な回答の割合が共に大き

く上昇しており、それに比例して、国語における学力調査の結果が大きく上昇し、数学については、令和４年度から令

和５年度にかけて、学力調査の結果が上昇しています。しかしながら、令和４年から令和５年にかけては、それぞれの

教科が「好きだ」「よくわかる」の肯定的な回答の割合が低下しています。「好きこそ物の上手なれ」ということわざが示

すように、どの子どもも好きで学習していることには夢中になるし、それに関してさらに理解しようと自ら勉強したり、深

めたりするので、自然に結果もついてくると思われます。すべての子どもがいかに楽しんで学習できるか、子どもの興

味、関心を引き出す教材研究と授業づくりが肝要と思われます。 

 

教科に関する調査 

【詳細について】 

まとめ 

 

（考察） 

目的や場面に応じて質問する内容を検

討することができるかどうかをみる問題で

す。本校では、日々の授業において、様々

な教材を用いてペア活動やグループでの

活動を実践してきました。これらの活動を

通じて、「他者と関わる力」に力点を置き、

育成することができており、その成果が表

れたと考えられます。 

今後も継続して、これらの力を伸ばして

いけるよう、子どもたちへの支援に尽力し

てまいります。 

インタビューの前に準備したメモについて説明したものとして適切なものを選択する 

（考察） 

自然数の意味を理解しているかどう

かをみる問題です。日々の授業の中で、

教科書を用いて言葉の意味を調べ、仲

間と意味を確認・説明する活動等を通

じ、継続的に言葉の意味を理解するこ

とができていると考えられます。 

今後も継続して、教師主導の授業設

計ではなく、子どもたちの活動を大切

にした、子ども主体の授業づくりに取

り組んでまいります。 

－５、０、３、4.7、９の中から自然数を全て選ぶ 

（考察） 

文章の構成や展開、表現の効果につい

て、根拠を明確にして考えることができる

かをみる問題です。本調査においては、

「表現に注意しながら自身の考えを明ら

かにして述べる問題」について、一定の課

題が認められました。 

今後は、朝読書のさらなる活用や、図

書室の活用等、読書習慣を身に付け、繊

細な日本語の使用について興味を持ち、

自身の考えを正確に伝えることができる

日本語力を伸ばしてまいります。 

 

現代語で書かれた「竹取物語」のどこがどのように工夫されているかについて、古典と比較して書く 



  

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜英語＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 17.1 46.7 

全国 32.1 24.7 

 正答率 無解答率 

本校 61.0 0.0 

全国 61.1 0.2 

 正答率 無解答率 

本校 47.6 0.0 

全国 56.0 0.3 

質問紙に関する調査 

（考察） 

ある事柄が成り立つことを構想に基づ

いて証明することができるかどうかをみ

る問題です。「証明」という単元では、筋

道を立てて説明することが求められます

が、苦手意識のある子どももいます。その

要因として、問題文を正しく読むことが苦

手であることや、長文を見ると最初から諦

めてしまう傾向があるため、上記のような

正答率と無回答率につながったと考えら

れます。今後は、スモールステップにより、

理解を深める仕掛けづくりや、班学習等に

おいて、自分の考えをアウトプットする力

を育成してまいります。 

２つの直線BCと直線AEが平行であることを、三角形の合同を基にして、同位角又は錯角が等しいことを示すことで証明する 

（考察） 

日常的な話題について、目的に応じた

英語を聞き、必要な情報を聞き取ることが

できるかどうかをみる問題です。本校で

は、日々の授業の中で英語を用いたペア

活動やグループでの活動をおこなってお

り、これらの活動により、相手の伝えたい

情報を聞き取る力を伸ばすことができて

いると考えられます。 

今後も、ペア活動やグループ活動をより

効果的に実践してまいります。 

 

忘れ物に関する情報を得るために自動音声案内を聴き、最も適切な番号を選択する 

（考察） 

情報を正確に読み取ることができるか

どうかをみる問題です。本調査では、まと

まりのある英文から必要な情報を正確に

読み取ることにおいて課題がみられまし

た。 

日々の授業において、まとまりのある

全文を訳すのではなく、必要な情報を読

み取り、概要を捉える等、正確に英文を

読み取る力を育成してまいります。 

ある状況を描写する英文を読み、その内容を最も適切に表しているグラフを選択する 

先生はあなたの良いところを認めてくれる 自分には良いところがある 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当てはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 
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（１）授業改善について 

 子どもたちから「わかった」、「できた」、「なるほど」などの呟きが聴こえてくるような授業づくりに努めます。 

 子どもたちがともに学び合い、みんなで課題を解決する時間を取り入れるとともに、自分で考え、自分の考えを自

分の言葉で表現する場面を取り入れた授業づくりに努めます。 

 授業において、子どもたちの「自分と向き合う力」や「自分を高める力」、「他者とつながる力」などの子どもたちの非

認知能力（見えない学力）を高める取組を継続しておこないます。 

 

（２）家庭学習について 

 タブレットを活用した週末宿題「津田中1時間＋α運動」等を継続しておこなうとともに、取組の成果を「可視化」する

など、子どもたちが達成感を味わうことができるような取組を推進します。 

 中学校の定期テスト１週間前を「校区家庭学習強化週間」と位置づけ、校区小学校と連携した放課後学習や家庭学

習の取組を推進します。 

 学校だよりや学級通信、ホームページ（ブログ）等を活用して、学校の取組や子どもたちの様子を効果的に発信する

など、積極的な情報発信に努め、家庭と円滑な連携を図ります。 

 

（３）子どもが安心して生活できる環境づくりについて 

 正しい子ども理解と信頼関係のもと、基本的な生活習慣が身につくよう、率先垂範により場面を捉えて厳しさの中に

も温かさのある指導をおこないます。 

 日頃から生徒の状況を把握し、「聴く」、「受け止める」などのカウンセリングマインドにより内面に迫る指導をおこな

い、必要に応じて専門家や福祉機関を含めた関係諸機関と連携を図ります。 

 生命の大切さや人を思いやる心など、豊かな人間性と社会性を育むため、道徳・人権教育を基盤とした心の教育を

推進します。 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 
人の役に立つ人間になりたいと思う 

授業で自分の考えを発表する機会では，自分の考えがう

まく伝わるよう，資料や文章，話の組み立てなどを工夫して

発表している 

学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器をどの

程度使用しましたか 

困りごとや不安があるときに先生や学校にいる大人

にいつでも相談できる 

（考察） 

令和５年度における「自分には良いところがある」の質問項目における肯定的回答の割合は、令和４年度と比較し

て増加（対前年比＋8.3ポイント）しており、「先生はあなたの良いところを認めてくれる」の質問項目における肯定的

回答の割合も同様に増加（対前年比＋３．７ポイント）しています。本校では、令和４年度から、子どもたちの「自分と

向き合う力」や「自分を高める力」、「他者とつながる力」などの非認知能力（見えない学力）を高める取組を校区一体

となっておこなっており、その取組の成果が表れていると考えられます。加えて、授業においても、子どもたちがみん

なの前で自分の考えを発表する場面を積極的に取り入れており、「授業で自分の考えを発表する機会では，自分の

考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組み立てなどを工夫して発表している」の質問項目における肯定的回答

の割合が、全国に比べて５ポイント上回っています。 

また、「困りごとや不安があるときに先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」の質問項目における肯定的回

答の割合は、全国に比べて６．７ポイント上回っており、教員の『「聴く」「受け止める」ことによる内面に迫る指導』が定

着し、効果的におこなわれ、さらには、「人の役に立つ人間になりたいと思う」の質問項目では、その肯定的回答の割

合が、ほぼ全国値であることから、本校において、生徒会を中心とした子ども主体の学校生活が送られており、「子

どもたちが安心して生活できる環境」が整いつつあると考えられます。 

最後に、「学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器をどの程度使用しましたか」の質問項目において、週３日以

上使用したと回答した割合は、全国に比べて１８ポイント上回っており、本校では、国のGIGAスクール構想のもと配

付したタブレットが、授業等において、ほぼ毎日活用されていることがわかりました。 


